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【課題の概要】 
本研究は、プラスチックごみが自然環境下での劣化と破砕

により微細化したマイクロプラスチックに着目し、その海洋

環境下における挙動を定量的に解明することを目的としてい

る。 
マイプロプラスチックの発生と海洋輸送、そして消失の諸

過程を包括的に計測することにより、地球の海洋におけるマ

イクロプラスチックの分布と動態を明らかにする。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
世界的に問題となっているプラスチックごみがどのように

環境中で変化し、海洋中で移動するかを定量的に把握するこ

とは極めて重要である。また、その挙動をモデル化すること

により、測定結果の持つ意味を知ることができるようになり、

学術的にも価値が高い。 
また、本研究の成果はプラスチック製品の生産、使用、廃

棄の持続可能な管理や生分解性プラスチックの開発にもつな

がり、大きな社会変革を推進することが期待される。 

 


